
海洋汚染とプラスチック
A4 リサーチ

２０５HR 忠津里菜 平井麻椰



実践者・目的・期間・場所・内容

• 実践者 忠津里菜 平井麻椰

• 目的 海にはどんなごみがどれだけ落ちているのかを調査するため。

• 期間 9月１９日

• 場所 徳島県鳴門市 岡崎海岸

• 内容 ごみを拾うとともに、写真を撮りグラフにまとめる。



調査結果
落ちていたゴミの割合

袋 キャップ ペットボトル ストロー 漁具 その他

１位 プラスチックの破片 33％

２位 袋 ２２％

３位 ガスのキャップ 13％

４位 ペットボトル・プラスチック容器 ８％

５位 ストロー・ペットボトルのキャップ７％

６位 漁具 ６％

その他 11％ (空き瓶、ライターなど)



分かったこと

•ゴミはすべて人間が出したものだというこ

と。
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